
研究活動　　　　　　　　　　　　各研究者の研究活動を［展覧会の企匝1構成］、［著S－：］、［論文］、［翻訳］、［エ。セィ・作纏・1説など」、

Research　A・tivitie・　　器1繍灘響搬耀裂］禦慧矯1繍憶講醐！憂騰1翻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告であり、著作口録のようにあらゆる活動を網羅することを意図してはいない。大項liに絞った服

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　告もある。

大屋庭那Mina　OYA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石彫刻調査欧州出張（ベルリン、パリ）

L展覧会の企画］　　　　　　　　　クーリエ（ヴァン＝ゴッホ《ばら》返却）

「ジャック・カロの版画」展、国立西洋美術館常設展示室、2003年9月

1甜遡郷一ル展（仮題）」（2。。5年度開催予定）の輔　　川・雅子M・・ak・KAWAGUCHI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［情報資料活動］

［エッセイなど］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オンライン蔵書目録（OPAC）の一般公開

「ジャック・カロの版画」、『ゼフユロス』第16号、2003年8月　　　　　　　　研究資料センターの公開運用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料コーナーおよびデジタルギャラリーの公開運用

［講座］

「ロダン彫刻における女性像」、跡見学園女子大学短期大学部・文京　　　　［論文］

区教育委員会共催、2003年6月7日　　　　　　　　　　　　　　　　「コレクション・マネジメントから利用者サービスへ：ポーラ美術館情
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報システム事例報告」、『アート・ドキュメンテーション研究」第11号、

Lその他の活動コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2004年、pp．3－14

際担当学芸購」参加・東京文化財研究所・2°°3年7月8日一　［その他の活動］

松ノiコレクション関係の資料の収集と整理　　　　　　　　　　　　　　ポーラ美術振興財団ポーラ美術館収蔵品管理システム構築プロジェ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クト参加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本博物館協会「平成15年度博物館指導者研究協議会（情報部

i・IJ’1　1公・L　Kimi・KAWAGUCHI　　　　　馴鰻鵬孚二要蠕箋購物館）参加

［茗1作」

1《地獄の門》免震化と修復』、国立西洋美術館、2003年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幸福輝Akira　KOFUKU

L論文」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展覧会企画・構成］

欄1灘1欝酬F撚監1鶴’『《地獄の陥補脇詰雅一聖書編・物言吾」・国立鰍利サ

i講師1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［著書］

鋤黙鱗継灘猟15年度玉信キユーレ1繍トと　ト派一聖舗物言吾』・日本放鵬

【絵1、i齢修復］　　　　　　　　　［論文］
；魏艦鼎灘覆処置　　　瞥驚冨雛朧家レンブラントー展覧会に寄せ

［彫刻備修復］　　　　　　　　　［エッセイ゜作品解説など］

1講織轍欝難魏欝難黒綴難雛響郷累》一群美
芒難轍甥1彫刻瀞処置　　　　　［・頭発蒲演など］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「肖像画家レンブラント物語画家レンブラント」、国際シンポジウム「レ

【タペストリー修復］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンブラントと17世紀オランダ物語画」・国立西洋美術館・2003年91」

《シャンポール城》修復処置　　　　　　擁毒ζ錨鶏灘祈物綱細カノレチャーにおける4回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「物語画家レンブラント」、国立西洋美術館、2003年ll月
［額縁処置］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「聖母のいる風景一ヤン・ファン・エイクを中心に」、朝Hカルチャー、

クリベッリ額装修復処置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2004年2月
ブラングィン額装修復処置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「フランス・ハルスと“さまよえるオランダ絵画”」・佐倉市、ヒ）こ術館・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2004年2月

［展覧会作品点検・展示］

ヴ。チカ。展（立ち上がり）　　　　　　　　［その他の活動］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京大学大学院併任教授（文化資源学）

［その他］　　　　　　　　嚢攣轍鯉翻顯難璽叢翻
全国寿術館会議総会
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美術史学会常イt委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ill頭発表・講1寅など1

展覧会1姻1蝦ll咄伽2°嚇）°’1備疏　　　　　［その｛也の活動］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会企画fll．f」ilj・、」・1査「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール展」（2005年）、「力

欄・：樹Na・kiSAT・　　　　　　ll畝鰻辮1撒1｝ill委員会委賑
［論文・拷二作］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’i－　111”｝：院女i’短期大学Jl…常堕ノ』講師（2002年4月一2003年3月）

黛鵬騨鱒，1；；を脇麟罐鼎購ξ灘灘1｛2・・2年度）選考委員

鱗騰撫嬬ll㍍尉昂漏具灘鱗謙1唇1「国撒術館所蔵タピスリー鑑賞
「はじめに　　ドイツ・ロマンーk義特集号によせて」、『国立西洋美術

館研究紀要』No．8、国立西洋美術館、2003年（予定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高梨光正Mitsumasa　TAKANASHI

［定IVj　1：i」行物］　　　　　　　　　　　［殿会の企1・購成］

盟厳騨難ドイツ’°マン議の風景素描」につい1蹴嵩燃鷲翻灘騰窪llll古代・一マ

［展覧会］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

粘瀦欝蹴獄鷹講の嚇服i司馳狐、館醐イt。一マ彫亥1」展生きた副＿古代。一マ

「聖杯　　ili・IH：の金」：美術展」、カタログ・テキスト翻訳、編集補佐、　　　人と肖像』展カタロ久2004年（編集・共章）　　　　　、

展示補佐準備（2004年夏）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「De　calvitione璽esarisカエサルの禿頭」・同ピカタロク・PP・57－75

「ドレスデン国立美術館展　　世界の鏡一（仮称）」展準備（2005　　　「人物略伝および用語解説」・同ピカタロ久PP・234－249

年夏予定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［翻訳］

［講演など］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パオロ・リヴェラー二「占代ローマの肖像一その起源、発展そして

「ウィーンと美術館　　美術史美術館のコレクションとアルベルティー　　　機能」『ヴァチカン美術館所蔵古代ローマ彫刻展生きた証　　古代

ナ版画素描館の再生　　」、一橋フオーラム21、第54期、如水会館、　　　ローマ人と肖像』展カタロ久PP．16－30

2003年10JJ281　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャンドメニコ・スピノラ「ローマ1λ帝と時代の流行」・同ピカタロ久

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PP．31－42
［研究調査］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同ピカタログ作品解説・nos・1，　14，　17，　18・21－24，54－58・60，64－78，85

1隔蟻瀦鴇魏幣総1曝鱒轟ll騰　［その1也］
代の受容収集、整理、考察」、2006年発表予定、国立西洋〕庭術館、　　　『ヴァチカン美術館所蔵占代ローマ彫刻展生きた証一t正i代ローマ

共同研究者：幸福輝．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人と肖像』展記念講演会およびトーク、2004年3J」2H

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同展覧会スライド・トーク、2004年3Jj12H

［大学非常勤］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同展覧会ファミリー・プログラム、ギャラリートーク、2004年3月2011・

日本女f一大学文学部史学科、講座：芸術・思想「西洋美術史　　　　　　21日　　＿　　　　　　　　　，
ぐ夢〉の表現の歴史」・2・・3年9月一2・・4・il・3JJ’

　　　囎鱗扇隔講騨糊充

高橋馳Akiy・TAKAHASHI　　　　　　田中正之M。，ay。ki　TANAKA
［展覧会企ltlli　・構成］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［翻訳］
1嬬論瑠i．51」罫’轍術館繭㍗18世紀タピスリー」　r岩灘界の美術キュビスム』、岩瀟・1、2・・3・1・4」1

「ファウストとハムレット：ドラクロワーロマン派イ1版画のil堺」、2004

年3Jj211－5月30日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展覧会”円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「マティス・ピカソ展」、『読売新聞』、2003年4月2日（夕刊）

［エッセイ・作品解説など］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「シュルレアリスム革命展」、「西洋）き術研究』、2003年5月

展覧会報告「織りだされた絵ll珂一国、Z西洋美術館所蔵17－18世紀
タピスリー」展、『国凱西洋美術館年報』no．37（2004年3月）、PP．19－　　　［その他］

20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立西洋美術館在外研修、2002年6月一2003年6月

1鰍忽鐙、陽㌍翻撫画の魅力」、「ゼ　X∫継蹴離ll聯羅讐）
フユロス』no．18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年報の編集
「蘇る「松ノiコレクション』」・朝日新聞・2003年5月8日（夕刊）　　　　　　　　紀要の編集委員

「2002年度『杜賞』選考」、『東京藝術大学美術学部杜の会会報』第
17」づ』、pp．13－14

「織りだされた絵画」、『うえの』no．528、　pp．44－45
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田辺幹之助Mikinosuke　TANABE　　　　　　　　　　　　　　［LJ頭発表］

［翻訳］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「アメリカの美術館におけるインターンシップについて」ミュージアム・

「ドイツ・・マン主騨景素描ドレスデン麺素描憩醐・ペト　甜ジメントをめぐる公開研究会鰍欄㈱γ｛）・2°°3イ剛

ラ’クールマン＝ホティツ久佐藤直樹編・国立西洋美術館・2003年・　　　「国立西洋美術館における小．中学Zl・に対する教育普及事業」・r成

cat・nos・50’59　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15年度第2回東京都博物館協議会見；学：研修会、2004年3月19i　i

［その他の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他の活動］

東京芸術大学非常勤講獅、2003年4月一2004年3月　　　　　　　　　　2004イ1三Fun　with　Collectionの準備・調査

旧松方コレクションの研究調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立西洋美術館ボランティア制度の準備・調査

「聖杯一中世の金工美術展」（国立西洋美術館、2004年）の準備　　　　全国美術館会議第19回学芸員研修会の共同企画および実施（前
「クラーナハ木版画展（仮称）」（国立西洋美術館、2006年度）の準備　　　　期：2003年12月17日・18日、後期：2004年2月4日・5rl・6［）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「博物館の機能及びその効果的な運営の在り方に関する失、正的研
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究」、文部科学省科学研究費（特別研究促進費）の研究（平成15年

塚田全彦M・・ahik・TSUKADA　　　　　㌦学大学院言語社会研究科非常蝋師（2。。3、1、1。月．2。。4

［保存修復事業］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年3月）

貸し出し作品保存処置（温湿度データロガーの設置）　　　　　　　　　東京大学人文社会系研究科併任助教授（2003年4月一2004年3川

絵画作品修復処置に伴う化学分析

［学会発表］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺晋輔Shinsuke　WATANABE

「パンリアル美術協会技法材料研究その2一膠のホルマリンによる　　　　［展覧会］

灘輝辮騰難鷺1講脇躍主義の㈱苗』展力蝋臓国礁
1蹴灘欄，朧脇矯需ltiざ誰躍・論　［エ・セイ］
Pavilion　Brighton，　February　26－27，2004（共同発表〈ポスター〉：　　　「ル・コルビュジエと国力西洋美術館」、『ゼフユロス』No．17、2003年

Michie　Konishi，　Masahiko　Tsukada，　Janet　Brough）　　　　　　　　　　　　ll月
“

Effect　of　formalin　on　animal　glue－Preliminary　study　on　the

materials　and　techniques　used　in　paintings　of‘Panreal　Art　　　　［翻訳］

8盤謡1、朧鵬lll音叢£1囎盟。離1臨　rドイツ・・マン蟻の風景素繊カタ・酢家解説・2・・3年8JJ

29－April　1，　2004（ポスター）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他の活動］

［講演］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「キアロスクーロルネサンスとバロックの版画展（仮称）」（2005年開催

「国立西洋美術館における虫菌害への対応」、『臭化メチル憾蒸代　　　　f定）の準備　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　，

鎌難階成15糠回研究会鰍化財研猟　蜜麟工鱒折蔵イタリア禰展（醐（1°°7年欄

徽霧鍵鯉繍醤える」第二部1灘臓蜘7世糸己西欧　版画出版とt｛i’　1’　kl　eT）

［研究］　　　　　　　　　　　　『国姻喉術館石耽紀要』の糠
平成15年度日本学術振興会科学研究費（若手研究B）「油絵具の乾
燥における脂肪酸組成の変化に対する顔料の影響」

［調査・その他］

版画収蔵庫新設に伴う空気汚染調査
「ヴァチカン美術館所蔵古代ローマ彫刻展」の展示具設営材料に関

わる材質調査

文化財保存修復学会誌編集委員
東京農一Ll大学非常勤講師（2003年4月一2004年3月）

東京芸術大学非常勤講師（2004年1月）

東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター客員研究員（2003
年4月一2004年3月）

寺島洋子Yoko　TERASHIMA

［教育普及活動］

「Fun　with　Collection’03ココロのマド　　絵のかたち」企画・構

成・実施、2003年7月1日一8月31日

「ドレスデン版画素描館所蔵ドイツ・ロマン主義の風景素描」「レンブ

ラントとレンブラント派」ジュニア・パスポート（共同編集）

’03年度インターン指導

小・中学校教員のための夏期研修会の企画・実施

びじゅつあ一（子ども向け国立西洋美術館常設展ガイド）（共同編
集）

「畳


